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1 2 3 4 5 
1. FB予測質問 .38*士 .55合* .44士* .33* 
2. FB説明質問 .27オ .50会* .27女 .33* 
3.単語逆唱スパン課題 .40佐佐 .46オオ .31士 .39会*
4.ブロック位置再生課題 .27オ .01 -.03 .57*士
5.絵画語い発達検査
注.下半分のイタリックの数値は，年齢と絵画語葉発達検査(言語能力)の成績を統制し




唱課題の成績が有意な説明変数として残った(表 3のモデル 1)0 モデル Iは、回帰
式が有意(オムニパス検定:χ2(4)=16.52，p<.01)で、モデ、ルの適合度も良かった




係数 オッズ比 Wald df P1j直
モデル I
係数 オッズ比 防匂ld df P値
月齢 '0.02 0.98 0.04 1 pく.83
性別 '0.87 0.42 1.53 1 pく.22
絵画語い発達検査 0.06 1.07 0.51 1 pく.48
単語逆唱スパン課題 1.60 4.94 7.18 1 pく.01 1.81 6.10 11.71 1 p<.OI 




理由づけ質問への反応を、 Wimmer& Mayringer (1998)の分類基準に従って、 6
つのカテゴリに分類した。年齢群別の各カテゴリの人数を表 4に示した。年齢群によ
って理由づけに差がみられるかどうかを検討するために、 χ2検定を実施したところ、











3 (11.1%) 5 (16.1%) 
7(25.9%) 14 (45.2%) 
o (0.0%) 0 (0.0%) 
9 (33.3%) 3 (9.7%) 
1 (3.7%) 0 (0.0%) 

















図 1 年少9里の理由づけ 図2 年中兜oi理由づけ


































対象児 京都市内の保育所に通う年少児 17 名(平均年齢 4;3、範囲 3;9~4;7)、年中児
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友だちの泣き表出への
自分の反応 (x(4)=6.99， n.s.) 
年少 年中 年長




(n=17) (n=23) (n=22) 
1 3 
22 13 11 22合*
。 1 7士 。
。 3 5* 。
p<.Ol*へp<.05大
16 18 








自分の反応(X (8)=24. 78，pく.01) 友だちの反応(x(8)=17.00，pく.05)
カテゴリ名 年少 年中 年長 年少 年中 年長
(n=17) (n=23) (n=22) (n=17) (n=23) (n=22) 
向社会的反応 11 8 10 12* 4* 10 
否定的反応・関わらない 5 6 7 2 8 8 
事実の確認 。 。 5合 。 3 2 
遊戯的反応 1 2 。 2 2 。





















































4. SEM (Structural Equation Model)を用いた下位課題妥当性の検討
本稿では、作動記憶課題として用いられている 10個の課題間の相関行列を利用し、




















った。たとえば、 ListeningSpan課題や、 CountingSpan課題である(Gathercole & 
Pickering， 2000; Pickering & Gathercole， 2001)。
ここで、 Cowanet al. (2005)において、 DigitSpan課題が一般知能課題を上手く予


















紙面の制約のためパス図は省略するが、 Pickeringand Gathercole (2001)に倣った
3因子による単純構造モデ、ルで、ある O 中央実行系潜在因子からは IBackwardDigit 
Recall(.85 :括弧内数字は、当該課題へのパス係数を示す)J、ICounting Recall(.32) J、
IListening Recall(.95)Jの3課題に、音韻ルーフ。潜在因子からは IDigitSpan(. 71) J、
IWord List Recall(. 78) J、INonwordList Recall(.63) J、IWordList Matching(.53) J 
の4課題に、視空間スケッチパッド因子からは IBlockRecall (.61) J、IVisualPatterns 








(Minimization error)。これにより、 DigitSpan課題は、 ListeningSpanや Backward
Digit Span、そして CountingSpan課題と同じ因子に属する課題としてみなすことは
不適当であることが示唆された。なお、紙面の制約のために省略するが、この結果は
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